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国際協力 を積極的に展開 伊藤国務 大臣 本所を視察
伊藤国務大臣・科学技術庁長官は ， 12月 7 日筑
波 本所の ，地震予知研究， 耐震実験及び降雨実験
新年あ けましておめでとうご ざいます。 を中心とした研究活動の視察を行われた。
当センタ ー は，今年の4 月をもって ，創立25 周年
所長 高 橋 博
を迎えようとしています。 その間 ，我々をとりま
く社会・経 済環境の変化には著しい ものがあり ，
科学技術の面から対応すべき事 柄は ，ますます増
加するととも に，多様化してぎています。
このため，当センタ ー において も，研究活動の
一層の活性化を図るため ， 研究業務の 見直しを行
い，この4 月から新組織 で発足する予定でありま
す。一 方，昨年雪害，平塚 ，新庄の各支所で 開催
した，各地方にお ける関係機関との協力による 研








しよう ではないかと いうものであり ます。
本構想は，当センタ ー の研 究活動と直接関連す
るものであり ，積極的に参加 する必要があると考









している。 今年度は，「風水害防災」をテ ー マに，
12都県市から18人が参加し， 1月20日から 3 日間
開催する。
千葉県東方沖地震速報
＜本 号 の 主 な ニ ュ ー ス＞
く 2 · 3 面＞
題字のバックの地震波は，1985年 8 月27日に伊豆大島付近で発生 し たM2 . 7の地震のも のである。この地震は，伊豆大
島噴火の 1 年前に起こった特異なもので，マ グマの運動 に関連 し て発生 し たものである。
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1987年12月 17日11時08分， 千葉県一 宮町沖でマ
グニチ ュー ド6. 7 の地震が発生し ，．千葉県を中心
に，石塀やブロ ック塀の倒壊 ，崖くずれ，河川堤
防の損壊等の被害を 出した。
ここでは 今回の地震につい て，当センタ ー の各





ある。この地域のプ レー トの位置関係は ， 陸のプ




7 - 1 2- 1 7 
この付近の最近の地震活動で目立 ったものとして
は，1983年 5月に小規模の地震活動が ，図l （上）
のように海側と陸側の 2ヵ 所に分けて起こるとともに，
これらの地震はフ ィリピン海プ レー トの上面 で発
生した。 今回の地震活動は ， この1983年の2 つの










の形式 から推定すると ，前進するフ ィリピン海プ











地の縁辺部 では多数の崖くずれが発生 し ，住民が
避難するなどの災害が発生 した。
一 方，東京湾一 帯の埋め立て地 では， 地盤の液




























単位 ：ガル， （ ） 内は カ イン


























7 . 8  





















































房総半島東岸付近に1 2月1 7日11時08分M 6. 7 , 
深 さ58k m （気象庁）の地震が発生し，1 2月 22日ま
での5. 5日間に532個の余震が記録 されている。ま
た1 2月18日10時11分には岐阜県東部でM 4. 4の 浅
発地震が発生して若干の余震を伴った他，相模湾
では1 2月1 2日 23時27分に深さ23km, M 3. 7の小地
震の発生があった。
三




1 2. 1 （火）日経 ： パソコ ン通信で素早く伝送
衛星がとらえた地球画像
1 2. 18 （金）毎日 ：千葉県沖地震 フ ィリ ピン海
プレー ト ずれた
日経 ： 原因，プレー ト横ズレ
数10年記録ないタイ プ
朝日 ： 関東 ・小田原付近 地震に
警戒必要 千葉沖地震解析
結果
1 . 5 （火）いばらぎ ：人工知能開発で地殻変動
を客観的に判定
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1 2月 3日 京葉地区防災気象連絡会
7日 伊藤国務大臣科学技術庁長官
8日 J I C  A地震工学研修生
1 4日 F .  ドュー ケ駐日コロ ンビア共和国大
使
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